
＜沖縄県立開邦高等学校＞ 

 （ 地理歴史 ）科 授 業 シ ラ バ ス 

１ 学習の到達目標等 

２ 学習計画 

 

学習の到達目標 
①世界の諸課題を地域性や歴史的背景を踏まえて考察し、地理的見方・考え方を培う。 

②生活圏の諸課題を地域性や歴史的背景を踏まえて考察し、地理的技能及び地理的見

方・考え方を身につける。 

使用教科書・副教材等 

高等学校 新地理総合（帝国書院） 

新詳高等地図（帝国書院） 

新詳地理資料 COMPLETE2023（帝国書院） 

新地理の研究（啓隆社） 

共通テスト実力トレーニング地理（啓隆社） 

学習形態 

一斉授業 

グループ学習 

科目名 単位数（標準単位）  学科・学年・学級 

地理総合 ２単位（ ２ ） 全学科 第２学年１～６組 

学
期 月 

学習項目 

（単元名等） 
学 習 内 容 

評価の観点 

評 価 基 準 

備 

考 

考
査

範
囲 

一
学
期 

４

月 

１部  
地図でとらえる
現代社会 
 

１章 地図と地理情報システム 
 1 地球上の位置と時差 
2 地図の役割と種類 

2 章 結び付きを深める現代世界 
 1 現代世界の国家と領域 
2 グローバル化する世界 

・地球儀や地図に関する基
本的な知識や技能を習得
することができる。 

 
１学
期中

間テ
スト 
・ 

 
 
 

 
１学
期期

末テ
スト 

５
月 

 
 
 
 
2 部 国際理解と

国際協力 

1 章 生活文化の多様性と国際理解 
 1 世界の地形と人々の生活 
 2 世界の気候と人々の生活 
 3 世界の言語・宗教と人々の生活 
①追究事例 自然 1 
モンスーンの影響を受ける地域での生活 -東南ア
ジア-  
②追究事例 自然２ 
乾燥した大陸と太平洋の島々での生活 －オセア
ニア－ 

・地形や気候の特徴と人間
生活との関わりを理解で
きる。 
 
・人々の生活はそれぞれの
気候要素とどのように関
わり合っているか理解で
きる。 
 

６
月 

７
月 

【１学期の評価】３つの観点（「主体的に学習に取り組む態度」「思考・判断・表現」「知識・技能」）のもと、定期考査・提 

出物・発表・学習態度を総合的に検討して判断します。 

二
学
期 

９

月 

 
 

 
 
 

 
 
2 部 国際理解と

国際協力 
 
 

 
 
 

 

4 歴史的背景と人々の生活  
①追究事例 歴史１ 

移民の歴史と人々の生活の関わり －ラテンア
メリカ- 

②追究事例 歴史２ 
国家体制の変化と人々の生活の関わり-ロシア- 

･多様な文化の融合によ
り，どのような生活文化が
形成されかを理解できる。 
･国家体制の変化は，人々
の生活や社会に与えた影
響を理解できる。 

 

２学
期中

間テ
スト 

10
月 

5 世界の産業と人々の生活 
 
③追究事例 産業 1 
産業力が世界の生活文化に与える影響 -アメリカ
合衆国- 
 
④追究事例 産業 2 
地域統合が人々の生活や産業に与える影響 -ヨー
ロッパ- 
 
第 2 章 地球的課題と国際協力 
1 複雑に絡み合う地球的課題 
2 地球環境問題 

･産業の発展は，人々の生
活にどのような影響を与
えてきたかを理解できる。 
･アメリカの産業は，人々
の生活にどのような影響
を与えているか理解でき
る。 
・EU の統合によって，人々
の生活文化はどう変化し
たか理解できる。 
･世界ではどのような地球
環境問題がみられ，どのよ
うな取り組みが行われて
いるが理解できる。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

２学
期期
末テ

スト 

11
月 

3 資源・エネルギー問題 
 
4 人口問題 

・地球的規模で直面してい
る環境や資源・エネルギー
問題についてどのような
地域的特徴があるかを考
察することができる。 

12
月 

5 食料問題 
 
6 都市・居住問題 

・食料問題を解決するため
には，どのような取り組み
が必要かを主体的に考え
ることができる。 

【１学期の評価】３つの観点（「主体的に学習に取り組む態度」「思考・判断・表現」「知識・技 

能」）のもと、定期考査・提出物・発表・学習態度を総合的に検討して判断します。 



 

学
期 月 

学習項目 

（単元名等） 
学 習 内 容 

評価の観点 

評 価 基 準 

備 

考 

考
査
範
囲 

三
学
期 

１
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3部 持続可

能な地域づくり
と私たち 

1 日本の自然環境 
 
 
2 地震・津波と防災  
 
 
 
 
3 火山災害と防災 

･日本の地形や気候には，
どのような特徴があるか
理解できる。 
･地震や津波の発生に備
え，どのような取り組み
が必要なのだろうか主体
的に考えることができ
る。 
･火山災害に備えて，どの
ような取り組みが必要か
を主体的に考えることが
できる。 

 

学
年
末
テ
ス
ト 

２
月 

4 気象災害と防災 
 
 
 
5 節 自然災害への備え 

･気象災害に備えて，どの
ような取り組みが必要か
を主体的に考えることが
できる。 
・災害発生時の危機管理
体制は，どうなっている
か？理解することができ
る。  

３
月 

【３学期の評価】３つの観点（「主体的に学習に取り組む態度」「思考・判断・表現」「知識・技能」）

のもと、定期考査・提出物・発表・学習態度を総合的に検討して判断します。 

【年間の評価】 

   １学期、２学期、３学期の成績を総合的に検討して判断します。 


